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第
24
代
即
如
ご
門
主
か
ら
法
統
を

継
承
さ
れ
、
専
如
さ
ま
が
第
25
代
ご

門
主
に
就
任
さ
れ
た
。
６
月
５
日
の

「
御ご
じ
ょ
う
と
し
き

譲
渡
式
」
を
終
え
、
翌
日
６
日

に
御
影
堂
で
行
わ
れ
た
「
法
統
継
承

式
」
の
「
式
典
」
で
専
如
ご
門
主
は

８
０
０
０
人
の
参
拝
者
を
前
に
、
初
の

「
ご
消
息
」
と
な
る
「
法
統
継
承
に
際

し
て
の
消
息
」
を
発
布
さ
れ
た
。

　　
―
法
統
継
承
に
際
し
て
の
消
息
―

　

本
日
、
私
は
先
代
門
主
の
意
に
従
い
、
法

統
を
継
承
し
、
本
願
寺
住
職
な
ら
び
に
浄
土

真
宗
本
願
寺
派
門
主
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。

　

こ
こ
に
先
代
門
主
の
長
き
に
わ
た
る
ご
教

導
に
深
く
感
謝
し
ま
す
と
と
も
に
、
法
統
を

継
承
し
た
責
任
の
重
さ
を
思
い
、
能
う
限
り

の
努
力
を
い
た
す
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　

釈
尊
の
説
き
明
か
さ
れ
た
阿
弥
陀
如
来
の

ご
本
願
の
救
い
は
、
七
高
僧
の
教
え
を
承
け

た
宗
祖
親
鸞
聖
人
に
よ
っ
て
、
浄
土
真
宗
と

い
う
ご
法
義
と
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
、
そ
の

後
、
歴
代
の
宗
主
方
を
中
心
と
し
て
、
多
く

の
方
々
に
支
え
ら
れ
、
現
代
ま
で
伝
え
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
流
れ
を
受
け
継
い
で
今

こ
こ
に
法
統
を
継
承
し
、
未
来
に
向
け
て
ご

法
義
が
伝
え
ら
れ
て
い
き
ま
す
よ
う
、
力
を

尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

宗
門
の
過
去
を
ふ
り
か
え
り
ま
す
と
、
あ

る
い
は
時
代
の
常
識
に
疑
問
を
抱
か
な
か
っ

た
こ
と
に
よ
る
対
応
、
あ
る
い
は
宗
門
を
存

続
さ
せ
る
た
め
の
苦
渋
の
選
択
と
し
て
の
対

応
な
ど
、
ご
法
義
に
順
っ
て
い
な
い
と
思
え

る
対
応
も
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
過
去
に
学
び
、
時
代
の
常
識
を
無
批
判
に

受
け
入
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
ま
た
苦
渋

の
選
択
が
必
要
に
な
る
社
会
が
再
び
到
来
し

な
い
よ
う
、
注
意
深
く
見
極
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

宗
門
の
現
況
を
考
え
ま
す
時
、
各
寺
院
に

ご
縁
の
あ
る
方
々
へ
の
伝
道
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、寺
院
に
ご
縁
の
な
い
方
々
に
対
し
て
、

い
か
に
は
た
ら
き
か
け
て
い
く
の
か
を
考
え

る
こ
と
も
重
要
で
す
。
本
願
念
仏
の
ご
法
義

は
、
時
代
や
社
会
が
変
化
し
て
も
変
わ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、ご
法
義
の
伝
え
方
は
、

そ
の
変
化
に
つ
れ
て
変
わ
っ
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
で
し
ょ
う
。
現
代
と
い
う
時
代
に
お

い
て
、
ど
の
よ
う
に
し
て
ご
法
義
を
伝
え
て

い
く
の
か
、
宗
門
の
英
知
を
結
集
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
現
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
の
か
、
と
り
わ
け
、
東
日

本
大
震
災
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
被
災
地

の
復
興
を
ど
の
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
の
か

な
ど
、
問
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
「
自
信
教
人
信
」
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、

現
代
の
苦
悩
を
と
も
に
背
負
い
、
御
同
朋
の

社
会
を
め
ざ
し
て
皆
様
と
歩
ん
で
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　

平
成
二
十
六
年 

六
月
六
日　

   

　
　

   

二 

○ 

一 

四  

年

	           　
　
　

     

龍
谷
門
主 　

釋 

専 

如

法
統
継
承
式

現
代
の
苦
悩
を
と
も
に
背
負
い

御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
し
て

　

６
月
５
日
、
第
24
代
即
如
ご
門
主
が

「
門
主
」
退
任
を
告
げ
ら
れ
る
「
御
消

息
発
布
式
」
に
続
き
日
没
勤
行
が
行
わ

れ
、
閉
門
後
に
「
御
譲
渡
式
」（
非
公

開
）
が
御
影
堂
で
厳
粛
に
行
わ
れ
た
。

御
譲
渡
式
で
は
第
24
代
ご
門
主
よ
り
親

鸞
聖
人
の
御
真
影
を
安
置
す
る
厨
子
の

鍵
と
、
ご
門
主
の
印
章
及
び
衣
体
を
受

け
ら
れ
た
。

　

翌
日
の
法
統
継
承
式
で
は
第
１
部
で

「
法
要
」
が
勤
ま
り
、第
２
部
の
「
式
典
」

に
お
い
て
専
如
ご
門
主
が
初
の
御
消
息

を
発
布
さ
れ
た
。

　

御
消
息
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
宗
門
の

対
応
を
厳
し
く
振
り
返
り
、
時
代
に
迎

合
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
注
意
深
く

見
極
め
る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ

た
。
ま
た
、
ご
縁
の
な
い
方
へ
の
は
た

ら
き
か
け
や
新
た
な
伝
道
方
法
を
模
索

す
る
必
要
性
を
示
さ
れ
、
現
代
の
苦
悩

を
と
も
に
背
負
い
、
御
同
朋
の
社
会
を

目
指
し
て
共
に
歩
ん
で
い
く
こ
と
を
法

統
継
承
に
あ
た
り
就
任
の
決
意
を
述
べ

ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
写
真
は
16
㌻
）
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備
後
教
堂
参
与
幹
事
会

会
長

　

深
津　

組　

専
光
寺　

藤
井　

芳
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副
会
長

　

鴨
川
北
組　

照
専
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大
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克
美

　

御
調
東
組　

大
通
寺　

助
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一
男

幹
事

　

備
中
里
組　

教
善
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竹
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良
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教
蓮
寺　

藤
原　
　

稔

　

鴨
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組　

福
泉
坊　

小
林
幡
太
郎

　

三
次　

組　

法
正
寺　

和
田　

邦
二

　     

寺
院
振
興
対
策
委
員
会

　

三
次　

組　

覚
善
寺　

常
光　

和
信

　

深
津　

組　

誓
蓮
寺　

藤
井　

春
勝

　

比
婆　

組　

円
光
寺　

豊
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順
海

　

御
調
西
組　

法
泉
寺　

小
島　

照
行

     

実
践
運
動
教
区
委
員
会

委
員
長

　

備
後
教
区
教
務
所
長　

菊
池　

宗
城

副
委
員
長

　

三
次　

組　

覚
善
寺　

常
光　

和
信

　

比
婆　

組　

円
光
寺　

豊
浦　

順
海

中
央
委
員

　

御
調
西
組　

法
泉
寺　

小
島　

照
行

委
員

　

備
中
里
組　

浄
心
寺　

津
田　

雅
行

　

備
中
里
組　

正
専
寺　

田
口　

竹
子

　

中　
　

組　

光
栄
寺　

佐
藤　

知
水

　

奥　
　

組　

増
福
寺　

藤
本　

直
樹

　

奥　
　

組　

浄
福
寺　

西
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昭
二

　

深
津　

組　

光
善
寺　

苅
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友
之

　

深
津　
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崇
興
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深
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篤

　

鴨
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泉
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坂
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秀
麿

　

鴨
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北
組　

真
光
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隆
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専
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当
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隈
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沼
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福
寺　

延
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正
行

　

沼
隈
南
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善
正
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那
須　

英
信

　

芦
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組　

明
浄
寺　

立
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義
昭

　

神
石　
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正
善
寺　

熊
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得
也

　

三
谿　

組　

専
教
寺　

鎌
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行
雄

　

三
次　

組　

西
善
寺　

小
武　

正
教

　

御
調
東
組　

金
剛
寺　

金
岡　

親
量

　

御
調
東
組　

正
典
坊　

河
原　

幸
造

　

世
羅　

組　

浄
楽
寺　

栗
原　

一
乗

 

実
践
運
動
教
区
常
任
委
員
会

委
員
長

　

備
後
教
区
教
務
所
長　

菊
池　

宗
城

副
委
員
長

　

三
次　

組　

覚
善
寺　

常
光　

和
信

　

比
婆　

組　

円
光
寺　

豊
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順
海

中
央
委
員

　

御
調
西
組　

法
泉
寺　

小
島　

照
行

常
任
委
員

　

奥　
　

組　

増
福
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藤
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直
樹

　

芦
田　

組　

明
浄
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立
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義
昭

　

世
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浄
楽
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栗
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一
乗

　

深
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崇
興
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深
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篤

　

鴨
川
北
組　

照
専
寺　

三
島　

当
子

      

教
区
事
業
推
進
委
員
会

会
長　

　

備
後
教
区
教
務
所
長　

菊
池　

宗
城

副
会
長

   

備
中
里
組　

地
福
寺　

高
橋　

了
融

　

御
調
西
組　

法
泉
寺　

小
島　

照
行

委
員

　

同
朋
社
会
部
会
、
門
信
徒
部
会
、
広

　

報
伝
道
部
会
の
委
員　

 

教
区
事
業
推
進
常
任
委
員
会

会
長

　

備
後
教
区
教
務
所
長　

菊
池　

宗
城

副
会
長

　

備
中
里
組　

地
福
寺　

高
橋　

了
融

　

御
調
西
組　

法
泉
寺　

小
島　

照
行

常
任
委
員

　

深
津　

組　

光
円
寺　

平
山　

智
正

　

沼
隈
西
組　

浄
泉
坊　

桜
田　

淑
子

　

沼
隈
西
組　

西
明
寺　

赤
柴　

証
悟

　

芦
田　

組　

光
明
寺　

千
葉　

隆
誓

　

比
婆　

組　

西
教
寺　

藤
井　

義
英

　

比
婆　

組　

西
念
寺　

栗
原　

尚
道

　

三
次　

組　

西
善
寺　

小
武　

正
教

　

御
調
東
組　

最
円
寺　

三
浦　

義
純

　

世
羅　

組　

光
永
寺　

毛
利　

慶
典

     

教
区
事
業
検
討
委
員
会

　

実
践
運
動
教
区
常
任
委
員
会
委
員

　

教
区
事
業
推
進
委
員
会
常
任
委
員

           

同
朋
社
会
部
会

部
長

　

三
次　

組　

西
善
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小
武　

正
教

副
部
長

　

比
婆　

組　

西
念
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栗
原　

尚
道

　

世
羅　

組　

光
永
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毛
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慶
典

幹
事

　

鴨
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組　

福
泉
坊　

季
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芳
照

　

沼
隈
西
組　

萬
福
寺　

松
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英
水

委
員

　

備
中
里
組　

地
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高
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了
融

　

深
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光
行
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三
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組　
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覺
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伊
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三
次　

組　

福
泉
坊　

水
戸　

浩
文

新
役
員
の
紹
介

任
期
満
了
に
伴
い
役
員
の
改
選
が
あ
り

ま
し
た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
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昭

　

沼
隈
西
組　

最
明
坊　

日
根　

明
俊

　

沼
隈
西
組　

大
東
坊　

那
須　

智
雄

　

芦
田　

組　

西
福
寺　

山
名　

孝
彰

　

神
石　

組　

正
善
寺　

熊
原　

得
也

　

御
調
西
組　

専
光
寺　

藤
井　

迎
朋

　

世
羅　

組　

浄
楽
寺　

栗
原　

一
乗

          

各
種
専
門
委
員
会

          

同
宗
連
専
門
委
員

　

備
中
里
組　

専
教
寺　

佐
々
木
龍
生

　

中　
　

組　

徳
善
寺　

後
谷　

唯
史

　

奥　
　

組　

教
蓮
寺　

那
須　

照
嗣

　

深
津　

組　

専
明
寺　

原
田　

顕
照

　

鴨
川　

組　

福
泉
坊　

季
平　

惠
海

　

鴨
川
北
組　

光
明
寺　

吉
岡　

隆
義

　

沼
隈
西
組　

光
満
寺　

赤
柴　

宏
丞

　

沼
隈
南
組　

福
泉
坊　

高
山　

秀
基

　

芦
田　

組　

善
行
寺　

堤　
　

有
年

　

神
石　

組　

正
善
寺　

熊
原　

得
也

　

三
谿　

組　

法
専
寺　

加
藤　

哲
真

　

比
婆　

組　

西
念
寺　

栗
原　

尚
道

　

三
次　

組　

西
善
寺　

小
武　

正
教

　

御
調
東
組　

光
林
寺　

箱
田　

正
文

　

御
調
西
組　

西
王
寺　

西
王
地
教
清

　

世
羅　

組　

光
永
寺　

毛
利　

慶
典

        

法
式
法
務
専
門
委
員

委
員
長

　

芦
田　

組　

明
浄
寺　

立
神　

義
昭

副
委
員
長

　

深
津　

組　

光
円
寺　

平
山　

智
正

委
員

　

鴨
川　

組　

浄
光
寺　

小
林　

朋
行

　

沼
隈
西
組　

万
福
寺　

河
村　

祐
昭

　

芦
田　

組　

光
明
寺　

千
葉　

隆
誓

　

御
調
東
組　

照
源
寺　

久
本　

晃
道

　

御
調
東
組　

最
円
寺　

三
浦　

義
純

　

御
調
西
組　

光
徳
寺　

藤
田　

徹
信

        

Ｆ
Ｍ
専
門
委
員

委
員
長

　

世
羅　

組　

浄
楽
寺　

栗
原　

一
乗

副
委
員
長

　

鴨
川　

組　

勝
願
寺　

足
利　

義
信

　

深
津　

組　

正
福
寺　

廣
田　

光
宣

委
員　

　

中　
　

組　

光
栄
寺　

佐
藤　

知
水

　

奥　
　

組　

増
福
寺　

藤
本　

直
樹

　

深
津　

組　

崇
興
寺　

枝
廣　

慶
樹

　

深
津　

組　

光
明
寺　

藤
間　

幹
夫

　

深
津　

組　

光
円
寺　

平
山　

智
正

　

深
津　

組　

光
行
寺　

苅
屋　

光
影

　

深
津　

組　

慶
満
寺　

松
井　

一
昭

　

鴨
川　

組　

浄
光
寺　

小
林　

朋
行

　

鴨
川
北
組　

照
専
寺　

佐
々
木
弘
海

　

鴨
川
北
組　

円
福
寺　

三
條　

義
見

　

沼
隈
西
組　

大
東
坊　

那
須　

智
雄

　

沼
隈
南
組　

南
禅
坊　

高
階　

百
壽

　

三
次　

組　

西
覺
寺　

伊
川　

大
慶

　

三
次　

組　

専
正
寺　

深
水　

顕
真

　

神
石　

組　

正
善
寺　

熊
原　

得
也

　

世
羅　

組　

善
行
寺　

真
澄　

慎
一

　

世
羅　

組　

照
明
寺　

菅　
　

治
隆

           

Ｉ
Ｔ
専
門
委
員

委
員
長

　

三
次　

組　

専
正
寺　

深
水　

顕
真

副
委
員
長

　

深
津　

組　

光
明
寺　

藤
間　

幹
夫

委
員

　

奥　
　

組　

教
蓮
寺　

那
須　

昭
範

　

深
津　

組　

法
真
寺　

生
駄　
　

真

　

深
津　

組　

専
光
寺　

藤
井　

明
徳

　

深
津　

組　

光
円
寺　

三
次　

弘
樹

　

鴨
川　

組　

浄
光
寺　

小
林　

朋
行

　

鴨
川　

組　

正
覚
寺　

廣
本　

勝
己

　

御
調
東
組　

照
源
寺　

久
本　

晃
道

          

教
区
報
専
門
委
員
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委
員
長

　

比
婆　

組　

西
教
寺　

藤
井　

義
英

副
委
員
長

　

世
羅　

組　

浄
楽
寺　

栗
原　

一
乗

委
員

　

奥　
　

組　

淨
福
寺　

山
下　

瑞
円

　

深
津　

組　

光
行
寺　

苅
屋　

光
影

　

深
津　

組　

慶
満
寺　

松
井　

一
昭

　

芦
田　

組　

西
福
寺　

山
名　

孝
彰

　

三
次　

組　

源
光
寺　

福
間　

玄
猷

　

御
調
東
組　

照
源
寺　

久
本　

晃
道

　

御
調
西
組　

専
光
寺　

藤
井　

迎
朋

            

組
勤
式
推
進
員

　

備
中
里
組　

蓮
乗
寺　

田
井　

智
彦

　

中　
　

組　

蓮
通
寺　

三
宅　

信
行

　

奥　
　

組　

浄
福
寺　

山
下　

瑞
円

　

深
津　

組　

専
光
寺　

藤
井　

明
徳

　

鴨
川　

組　

正
覚
寺　

竹
政　

信
至

　

鴨
川
北
組　

照
専
寺　

佐
々
木
弘
海

　

沼
隈
西
組　

福
照
坊　

岡
部　

哲
應

　

沼
隈
南
組　

法
輪
寺　

足
利　

法
水

　

芦
田　

組　

妙
泉
寺　

矢
追　

貴
祥

　

神
石　

組　

正
光
寺　

和
泉　

裕
生

　

三
谿　

組　

善
徳
寺　

長
谷
川
憲
章

　

比
婆　

組　

光
縁
寺　

渡
邊　

真
雄

　

三
次　

組　

照
林
坊　

明
山　

晃
映

　

御
調
東
組　

大
通
寺　

大
淵　

英
範

　

御
調
西
組　

正
明
寺　

沼
隈　
　

純

　

世
羅　

組　

明
善
寺　

長
岡　

宗
道

        

門
徒
総
代
会
世
話
人

座
長

　

御
調
東
組　

正
典
坊　

河
原　

幸
造

副
座
長

　

奥　
　

組　

善
教
寺　

河
上　
　

勲

世
話
人

　

備
中
里
組　

浄
心
寺　

内
海　

義
郎

　

中　
　

組　

徳
善
寺　

岩
井　

耕
一

　

深
津　

組　

誓
蓮
寺　

藤
井　

春
勝

　

鴨
川　

組　

泉
龍
寺　

吉
岡　

卓
志

　

鴨
川
北
組　

泉
蔵
坊　

松
川　

隆
治

　

沼
隈
西
組　

万
福
寺　

寺
岡　

清
治

　

沼
隈
南
組　

南
泉
坊　

髙
田　

靖
正

　

芦
田　

組　

明
浄
寺　

錦
織　

徹
也

　

神
石　

組　

光
徳
寺　

江
村　

良
治

　

三
谿　

組　

正
覚
寺　

今
井　

正
治

　

比
婆　

組　

禅
仏
寺　

寺
岡　

政
徳

　

三
次　

組　

真
光
寺　

三
吉　

献
二

　

御
調
西
組　

龍
見
寺　

首
藤　

武
昭

　

世
羅　

組　

正
満
寺　

新
谷　

隆
之

 

組
キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
サ
ポ
ー
タ
ー

（
チ
ー
フ
・
サ
ブ
の
順
）

　

備
中
里
組　

高
運
寺　

塩
田　

由
成

　

備
中
里
組　

地
福
寺　

高
橋　
　

慧

　

中　
　

組　

光
栄
寺　

佐
藤　

知
水

　

中　
　

組　

辻
之
坊　

杉
原　

顕
正

　

奥　
　

組　

増
福
寺　

藤
本　

直
樹

　

奥　
　

組　

光
傳
寺　

金
藤　

恵
幸

　

深
津　

組　

崇
興
寺　

枝
廣　

慶
樹

　

深
津　

組　

正
善
寺　

藤
井　

教
証

　

鴨
川　

組　

勝
願
寺　

足
利　

義
信

　

鴨
川　

組　

福
泉
寺　

児
玉　

隆
志

　

鴨
川
北
組　

正
明
寺　

渡
辺　

浩
之

　

鴨
川
北
組　

宝
泉
寺　

佐
藤　

秀
信

　

沼
隈
西
組　

最
明
坊　

日
根　

明
俊

　

沼
隈
西
組　

大
東
坊　

那
須　

智
雄

　

沼
隈
南
組　

南
禅
坊　

高
階　

百
壽

　

沼
隈
南
組　

西
光
寺　

箱
田　

義
信

　

芦
田　

組　

妙
泉
寺　

箱
田　

晃
哲

　

芦
田　

組　

慶
照
寺　

田
坂　

英
尊

　

神
石　

組　

金
蔵
寺　

杉
原　

秀
晃

　

神
石　

組　

法
泉
寺　

川
上　

順
之

　

三
谿　

組　

善
徳
寺　

長
谷
川
憲
章

　

三
谿　

組　

立
泉
寺　

一
條　

照
代

　

比
婆　

組　

浄
蓮
寺　

法
蘓　

浩
信

　

比
婆　

組　

円
正
寺　

伊
達　

崇
史

　

三
次　

組　

源
光
寺　

福
間　

玄
猷

　

三
次　

組　

西
覚
寺　

伊
川　

大
慶

　

御
調
東
組　

円
龍
寺　

池
上　

走
珠

　

御
調
東
組　

青
松
寺　

中
野　

篤
史

　

御
調
西
組　

善
教
寺　

小
島　

信
章

　

御
調
西
組　

法
泉
寺　

小
島　

芳
照

　

世
羅　

組　

法
泉
坊　

毛
利　

令
就

　

世
羅　

組　

光
源
寺　

真
教
寺
春
窓

               
各
教
化
団
体

               
布
教
団
役
員

団
長

　

備
後
教
区
教
務
所
長　

菊
池　

宗
城

副
団
長

　

深
津　

組　

光
榮
寺　

平
山　

義
文

　

沼
隈
南
組　

善
正
寺　

那
須　

英
信

　

世
羅　

組　

浄
楽
寺　

栗
原　

一
乗

参
与

　

深
津　

組　

光
榮
寺　

平
山　

義
隆

委
員

　

備
中
里
組　

蓮
乗
寺　

田
井　

智
彦

　

奥　
　

組　

浄
福
寺　

山
下　

義
円

　

深
津　

組　

光
円
寺　

平
山　

智
正

　

沼
隈
南
組　

光
源
寺　

北
山　

祐
章

　

沼
隈
南
組　

南
泉
坊　

岡
部　

正
顕

　

芦
田　

組　

善
行
寺　

堤　
　

有
年

　

神
石　

組　

法
泉
寺　

川
上　

順
之

　

三
谿　

組　

善
徳
寺　

長
谷
川
憲
章

　

比
婆　

組　

西
教
寺　

藤
井　

義
英

　

三
次　

組　

源
光
寺　

福
間　

玄
猷

　

三
次　

組　

円
勝
寺　

蔀　
　

晃
尊

　

御
調
東
組　

法
光
寺　

季
平　

博
昭

　

世
羅　

組　

教
専
寺　

福
間　

義
朝

　

青
年
代
表

　

鴨
川
北
組　

円
福
寺　

三
條　

義
見

      

寺
族
婦
人
会
連
盟
役
員

委
員
長

　

鴨
川
北
組　

照
専
寺　

佐
々
木
和
子

副
委
員
長

　

備
中
里
組　

浄
心
寺　

津
田　

治
子
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御
調
東
組　

尊
光
寺　

武
田　

宣
子

委
員

　

中　
　

組　

西
明
寺　

実
相
由
紀
子

　

奥　
　

組　

淨
福
寺　

山
下　

里
絵

　

深
津　

組　

光
榮
寺　

平
山　

寿
賀

　

深
津　

組　

光
蓮
寺　

仁
科　

恵
子

　

鴨
川　

組　

勝
願
寺　

足
利
由
希
子

　

鴨
川
北
組　

正
明
寺　

渡
邊　

篤
子

　

沼
隈
西
組　

正
藏
坊　

藤
原　

裕
子

　

沼
隈
西
組　

西
明
寺　

赤
柴
不
二
恵

　

沼
隈
南
組　

善
徳
寺　

佐
藤　

香
織

　

芦
田　

組　

明
浄
寺　

立
神
多
恵
香

　

神
石　

組　

教
西
寺　

馬
屋
原　

純

　

三
谿　

組　

専
教
寺　

鎌
倉
恵
利
子

　

比
婆　

組　

徳
了
寺　

村
上　

聖
子

　

比
婆　

組　

西
明
寺　

黒
岩　

初
美

　

三
次　

組　

高
輪
寺　

吉
田
ゆ
き
え

　

三
次　

組　

光
西
寺　

長
田
真
由
美

　

御
調
東
組　

大
通
寺　

大
淵　
　

恵

　

御
調
西
組　

法
泉
寺　

小
島　

篤
子

　

世
羅　

組　

明
善
寺　

長
岡　

素
子

　

世
羅　

組　

正
満
寺　

島
津　

智
子

            

仏
壮
連
盟
役
員

理
事
長

　

深
津　

組　

崇
興
寺　

深
田　
　

篤

副
理
事
長

　

比
婆　

組　

西
楽
寺　

千
代
丸
一
明

　

御
調
東
組　

光
林
寺　

元
廣　

清
志

顧
問

　

深
津　

組　

正
福
寺　

石
井　

輝
美

役
員

　

深
津　

組　

正
福
寺　

森
久　
　

繁

　

芦
田　

組　

明
浄
寺　

平
井　

省
三

　

神
石　

組　

泉
正
寺　

佐
藤　

雅
俊

　

三
谿　

組　

立
泉
寺　

平
岡　
　

誠

　

比
婆　

組　

圓
光
寺　

渡
邉　

耕
三

　

三
次　

組　

法
正
寺　

塩
田　

博
惟

　

三
次　

組　

東
光
坊　

坂
根　

弘
視

　

御
調
東
組　

光
林
寺　

元
廣　

清
志

　

御
調
東
組　

大
通
寺　

甲
田　

正
規

　

御
調
西
組　

法
泉
寺　

菜
原　

繁
一

　

世
羅　

組　

善
行
寺　

豊
田　

哲
夫

　

『
連
研
ノ
ー
ト
Ｅ
』
の
願
い

 
 

 

　

                  
教
材
制
作
部
会
の
松
野
尾
慈
音
師
を
招
き

「
連
研
の
た
め
の
研
究
会
」
よ
り
教
区
の
現

状
の
中
で
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
の
か　

　　

ス
タ
ッ
フ
ノ
ー
ト
も
用
意

　

こ
の
ノ
ー
ト
Ｅ
の
特
徴
は
ス
タ
ッ
フ

ノ
ー
ト
が
用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
。「
連

研
」
ス
タ
ッ
フ
が
こ
の
ノ
ー
ト
を
使
っ

て
ど
の
よ
う
な
「
連
研
」
を
開
催
す
る

の
か
、
そ
の
連
研
の
原
点
と
今
日
的
課

題
を
確
認
す
る
た
め
の
手
引
き
書
と

な
っ
て
お
り
、フ
ァ
イ
ル
で
き
る
よ
う
、

左
側
2
穴
が
あ
り
『
連
研
ノ
ー
ト
Ｅ
』

と
併
せ
て
活
用
で
き
る
。　

　

こ
の
ス
タ
ッ
フ
ノ
ー
ト
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
内
容
に
つ
い
て
松
野
尾
師
は
、

過
去
30
年
の
「
連
研
」
の
実
績
か
ら
現

在
と
今
後
に
求
め
ら
れ
る
「
連
研
」
の

要
素
の
変
化
を
挙
げ
た
。
そ
の
一
つ
に

「
教
養
講
座
」「
知
識
習
得
型
」か
ら「
話

し
合
い
法
座
を
通
し
て
自
ら
を
確
か

め
、
新
た
な
出
会
い
を
い
た
だ
く
こ
と

に
あ
る
」
と
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
今

日
の
宗
門
の
課
題
が
団
塊
世
代
以
降
の

人
々
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
に
あ
る
と
説
明
。

こ
の
た
め
、
こ
の
ノ
ー
ト
を
使
い
こ
な

す
に
は
、
連
研
ス
タ
ッ
フ
が
し
っ
か
り

と
し
た
事
前
打
ち
合
わ
せ
を
し
、「
連

研
」
開
催
の
願
い
、
目
的
、
参
加
者
へ

ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど
、
確
認
の
必
要
性
が

あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

▲松野尾慈音師

待
望
久
し
い
「
門
徒
推
進
養
成
連
続
研
修
会
」（
以
下
「
連
研
」）
の
た
め
の
テ
キ
ス
ト
・『
連
研
ノ
ー
ト
E
』（
門
信
徒
教
化
部
編
・
Ａ
４
判
・

頁
数
72
ペ
ー
ジ
）
が
去
る
３
月
発
行
さ
れ
た
。『
連
研
ノ
ー
ト
』
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
の
続
編
で
、体
裁
は
こ
れ
ま
で
の
ノ
ー
ト
形
式
か
ら
フ
ラ
ッ

ト
フ
ァ
イ
ル
形
式
に
変
更
し
、
レ
ジ
ュ
メ
や
関
連
資
料
も
同
時
に
挟
み
込
み
し
保
存
で
き
る
よ
う
、
よ
り
実
用
的
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い

る
。各
組
独
自
の
資
料
を
挟
み
込
め
ば
、オ
リ
ジ
ナ
ル
な
組『
連
研
ノ
ー
ト
』の
作
成
も
可
能
で
あ
る
。確
か
に
機
能
的
で
実
用
的
で
あ
る
が
、

そ
の
内
容
は
現
状
の
備
後
教
区
内
の
組
「
連
研
」
に
ど
の
よ
う
に
活
用
可
能
な
の
か
、「
連
研
」
を
所
掌
す
る
門
信
徒
部
会
で
は
７
月
８
日
、

こ
の
ノ
ー
ト
制
作
の
中
心
的
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
教
材
作
成
部
会
の
松
野
尾
慈
音
・
東
海
教
区
明
願
寺
住
職
を
講
師
に
招
き
「
連
研
の
た
め

の
研
究
会
」
を
テ
ー
マ
「
連
研
ノ
ー
ト
Ｅ
の
ね
ら
い
」
で
開
催
し
た
。
以
下
、
そ
の
内
容
ま
と
め
て
み
た
（
文
責
・
門
信
徒
部
会
）

投
稿

　 

寄
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 「
起
承
転
結
」
の
構
成
が
目
指
す
も
の

　　
た
と
え
ば
「
12
の
問
い
」
の
構
成
が

１
～
２
は
「
起
」、
３
～
６
が
「
承
」、

７
～
10
が
「
転
」、
11
～
12
が
「
結
」

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
ノ
ー
ト

の
研
修
に
よ
る
と
、
知
識
を
体
系
的
に

学
ぶ
の
で
「
宗
教
→
仏
教
→
真
宗
→
現

実
問
題
」
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
研
修
も
進
め
や
す
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
ノ
ー
ト
Ｅ
は
「
自
分

の
内
面
を
掘
り
下
げ
→
自
分
と
社
会
と

の
関
わ
り
を
確
か
め
→
新
た
な
で
あ
い

を
」
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
一
つ
の
ス

ト
ー
リ
ー
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
そ

こ
か
ら
「
起
承
転
結
」
が
生
ま
れ
た
も

の
と
思
え
る
。
ス
タ
ッ
フ
に
は
話
し
合

い
法
座
の
方
向
性
を
確
認
し
合
う
こ
と

や
、
や
た
ら
聖
典
な
ど
の
言
葉
を
引
用

し
な
い
よ
う
に
心
が
け
る
こ
と
が
必
要

と
な
る
、
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

　

こ
の
研
修
会
を
終
え
て
門
徒
推
進
員

の
人
々
に
感
想
を
聞
く
と
好
評
で
「
こ

の
ノ
ー
ト
Ｅ
に
そ
っ
て
話
し
合
い
法
座

を
し
て
み
た
い
」
と
い
う
意
見
が
あ
っ

た
の
に
対
し
、
僧
侶
側
で
は
首
を
傾
げ

る
人
が
多
か
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。

確
か
に
備
後
教
区
16
組
中
14
組
が
「
連

研
」
を
開
催
経
験
を
も
つ
と
い
う
驚
異

的
な
達
成
率
で
あ
る
が
、
現
状
は
や
は

り
「
教
養
講
座
」「
知
識
習
得
型
」
が

多
い
現
状
だ
。
松
野
尾
師
は
決
し
て
、

こ
う
し
た
「
連
研
」
を
否
定
し
て
い
る

の
で
は
な
い
、
と
前
置
き
し
、
少
し
で

も
『
連
研
ノ
ー
ト
Ｅ
』
が
目
指
す
方
向

性
に
近
づ
い
て
欲
し
い
、と
強
調
し
た
。

最
後
に
、
こ
の
ノ
ー
ト
の
願
い
に
つ
い

て
、あ
る
教
区
の
『
門
徒
推
進
だ
よ
り
』

に
掲
載
さ
れ
た
参
加
者
の
思
い
を
紹
介

さ
れ
た
の
で
別
掲
す
る
。

　
「
ひ
と
つ
の
気
づ
き
」

          （
岡
崎
市
亀
井
町
・
犬
塚
晶
子
さ
ん
）

　

２
年
前
、
義
父
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、初
め
て
お
寺
と
ご
縁
が
で
き
、

そ
の
こ
ろ
か
ら
真
宗
の
本
を
読
み
始
め
ま
し

た
。
お
寺
に
も
少
し
ず
つ
通
っ
て
い
る
う
ち

に
、
連
研
の
こ
と
を
聞
き
「
心
の
よ
り
ど
こ

ろ
」
と
い
う
言
葉
に
ひ
か
れ
て
参
加
し
ま
し

た
。
日
常
の
し
が
ら
み
の
な
い
新
し
い
場
所

で
、
自
分
の
心
か
ら
湧
い
て
く
る
ウ
ソ
の
な

い
言
葉
を
話
せ
る
と
い
う
の
が
新
鮮
で
、
と

て
も
楽
し
い
で
す
。

　

11
月
に
第
１
回
の
連
研
に
参
加
し
、
半
月

ほ
ど
た
っ
た
12
月
の
肇は

じ
め

に
、
以
前
に
は
考
え

ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
心
境
の
変
化
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
脚
立
の
上
か
ら
落
ち
て
腰

を
強
打
し
た
時
、
突
然
起
こ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
そ
れ
は
痛
く
て
、
し
ば
ら
く
動
け
な

い
ほ
ど
で
し
た
。
で
も
、
そ
の
痛
み
よ
り

も
、
驚
き
の
ほ
う
が
大
き
か
っ
た
。「
こ
ん

な
こ
と
が
私
に
起
き
る
な
ん
て
信
じ
ら
れ
な

い
」
と
、
す
ご
く
び
っ
く
り
し
た
ん
で
す
。

脚
立
か
ら
落
ち
る
直
前
の
瞬
間
ま
で
、
落
ち

る
な
ん
て
思
い
も
し
な
か
っ
た
の
に
「
こ
ん

な
に
全
く
予
期
し
な
か
っ
た
こ
と
が
起
こ
る

こ
と
っ
て
あ
る
ん
だ
」
と
、
本
当
に
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
ら
「
あ
ぁ
、
こ
の
こ
と
だ
っ
た

の
か
」
と
、
急
に
す
と
ん
と
、
腑
に
落
ち
た

ん
で
す
。「
無
常
」
と
か
「
人
生
、
思
い
通

り
に
な
ら
な
い
」っ
て
、こ
う
い
う
こ
と
だ
っ

た
の
か
と
。
心
が
突
然
わ
か
っ
た
感
じ
で
し

た
。
そ
し
て
何
故
だ
か
感
謝
の
念
が
湧
い
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
打
ち
所
が
悪
く
な
く

て
よ
か
っ
た
」
と
か
「
骨
折
は
し
て
い
な
い

よ
う
だ
、
あ
り
が
た
い
」
と
い
う
よ
う
な
こ

と
で
は
な
く
っ
て
、こ
の
事
故
の
お
か
げ
で
、

真
実
の
姿
を
見
せ
て
も
ら
え
た
と
い
う
喜
び

の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
「
ど

ん
な
こ
と
だ
っ
て
起
こ
り
う
る
ん
だ
」
と
い

う
の
が
い
つ
も
心
に
あ
っ
て
、
少
し
、
世
界

が
以
前
と
は
違
っ
た
見
え
方
を
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
心
境
の
変
化
が
あ
っ
て
も
、
当
初

は
そ
れ
と
阿
弥
陀
さ
ま
が
全
く
結
び
つ
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
で
も
最
近
に
な
っ
て
「
生
き

と
し
生
け
る
も
の
を
こ
と
ご
と
く
救
っ
て
仏

に
せ
ず
に
は
お
か
な
い
」
と
聞
い
て
き
て
阿

弥
陀
さ
ま
の
は
た
ら
き
が
、
こ
う
し
た
形
で

私
に
届
い
た
の
か
し
ら
？
（
←
ま
だ
ハ
テ
ナ

マ
ー
ク
付
き
で
す
が
）と
、思
う
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

で
も
、日
常
の
私
は
全
く
変
わ
り
ま
せ
ん
。

日
々
起
こ
る
様
々
な
こ
と
に
振
り
回
さ
れ
、

一
喜
一
憂
す
る
日
々
で
す
。
自
分
は
や
っ
ぱ

り
正
し
い
と
し
か
思
え
な
い
し
、
正
し
い
と

思
っ
て
い
る
自
分
が
悪
い
な
ん
て
ど
う
し
て

も
思
え
な
い
。

　

で
も
、
前
回
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
僧
侶
の
方

か
ら
か
け
ら
れ
た
「
聞
い
て
い
れ
ば
そ
の
う

ち
必
ず
わ
か
り
ま
す
」
と
い
う
言
葉
が
今
の

私
の
希
望
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

楽
し
み
な
が
ら
参
加
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

『
教
養
・
知
識
型
』
か
ら
団
塊
の
世
代
へ
ア
プ
ロ
ー
チ

自
分
の
内
面
を
掘
り
下
げ
新
た
な
出
会
い
へ
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　「
蓮
如
忌
」
に
出
勤

　
　
　
【
勤
式
】
教
区
勤
式
指
導
所
（
藤

　
　
　

田
徹
信
勤
式
指
導
員
）
で
は
、

５
月
11
日
～
12
日
、  
前
期
勤
式
研
修

会
を
顕
証
寺
（
大
阪
府
八
尾
市
近
松
照

俊
住
職
）で
の
法
要
実
習
と
し
て
開
催
。

                           

今
回
の
研
修
で  

　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
、顕
証
寺「
蓮

　
　
　
　
　
　
　
　
　

如
忌
」
へ
の
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　

要
出
勤
を
メ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ン
と
し
て
お  

　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
、
80
名
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
出
勤
者
と
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
に
備
後
教
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
僧
侶
11
名
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
勤
し
た
。

News ＆

　

実
践
運
動
研
修
会

　　　
【
仏
婦
連
盟
】
６
月
26
日
、
仏
婦
連

盟
（
三
島
当
子
委
員
長
）
で
は
、
寺
族

婦
人
会
連
盟
（
佐
々
木
和
子
委
員
長
）

と
の
合
同
で
実
践
運
動
研
修
会
を
開
催

し
そ
れ
ぞ
れ
仏
婦
会
員
１
４
５
名
、
寺

族
婦
人
35
名
が
参
加
。
講
師
は
岩
間
行

則
師
（
本
願
寺
ウ
ィ
ス
タ
リ
ア
ガ
ー
デ

ン
施
設
長
）
で
、「
今
、
求
め
ら
れ
て

い
る
も
の
」
と
題
し
講
義
さ
れ
た
。

　

僧
侶
研
修
会

　　
【
広
報
伝
道
部
会
】
５
月
15
日
、
御

調
東
組
照
源
寺
（
久
本
晃
道
住
職
）
を

会
所
と
し
僧
侶
研
修
会
を
開
催
。
講
師

は
勧
学
寮
頭
の
徳
永
一
道
和
上
を
お
招

き
し
、「
宗
教
の
社
会
性
」
に
つ
い
て

ご
講
義
さ
れ
た
。
64
名
の
教
区
内
僧
侶

が
参
加
。

　

教
区
で

は
、
本
研

修
会
の
開

催
時
期
、

開
催
場
所
、

研
修
内
容

等
、
次
年

度
以
降
の

開
催
内
容

に
つ
い
て

更
な
る
検

討
を
し
て

い
く
。

▶
顕
証
寺
に
て▼蓮如忌法要

▲徳永一道和上

▶
照
源
寺
会
館
に
て
　

　
研
修
の
様
子

▲岩間行則講師▲研修の様子

(

６
～
９
月)

(

６
～
９
月)

５
月

８
日　

仏
婦
役
員
会

　
　
　

布
教
団
役
員
会

９
日　

ビ
ハ
ー
ラ
役
員
会

11
日　

教
堂
常
例
法
座

11
日　

勤
式
研
修
旅
行

　
　
　
　
（
～
12
日
八
尾
市　

顕
証
寺
）

12
日　

寺
婦
役
員
会

15
日　

僧
侶
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
（
御
調
東
組
照
源
寺
）

15
日　

保
育
連
絡
協
議
会

16
日　

平
和
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会

17
日　

仏
壮
役
員
会

22
日　

教
区
事
業
検
討
委
員
会

23
日　

寺
婦
新
旧
役
員
会

29
日　

同
朋
三
者
懇
委
員
会

６
月

３
日　

キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
委
員
会

４
日　

真
宗
講
座
第
６
回

５
日　

法
統
継
承
式（
～
６
日　

本
山
）

11
日　

教
堂
常
例
法
座

12
日　

寺
族
婦
人
会
総
会

12
日　

法
式
法
務
委
員
会

13
日　

教
堂
責
役
総
代
会

13
日　

寺
院
振
興
対
策
委
員
会

17
日　

保
護
司
会
設
立
総
会

18
日　

組
長
会

19
日　

布
教
団
総
会
・
研
修
会
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(

６
～
９
月)

(

６
～
９
月)

20
日　

布
教
団
夏
期
布
教
大
会

21
日　

仏
壮
連
盟
役
員
会

23
日　

門
推
連
絡
協
議
会

23
日　

勧
学
寮
真
宗
講
座

　
　
　
　
　
　
（
～
24
日　

備
後
教
堂
）

26
日　

仏
婦
実
践
運
動
研
修
会

27
日　

門
推
世
話
人
会
・
門
信
徒
部
会

27
日　

連
研
新
教
材
普
及
学
習
会

30
日　

広
島
同
宗
連
役
員
会

７
月

２
日　

同
朋
社
会
部
会

３
日　

ビ
ハ
ー
ラ
備
後
総
会
・
公
開
講
座

　
　
　

ビ
ハ
ー
ラ
役
員
会

４
日　

門
推
世
話
人
会

５
日　

保
育
新
任
補
任
式
研
修
会

８
日　

連
研
の
た
め
の
研
究
会

９
日　

少
年
連
盟
総
会

９
日　

キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
連
絡
協
議
会

　
　
　

キ
ッ
ズ
公
開
講
座

９
日　

勤
式
練
習
会

11
日　

教
堂
常
例
法
座

12
日　

特
別
布
教
大
会（
備
中
里
組
教
善
寺
）

17
日　

寺
婦
役
員
会

18
日　

門
徒
推
進
員
の
つ
ど
い

24
日　

同
朋
部
会

26
日　

わ
か
ち
あ
い
の
会

27
日　

仏
壮
夏
期
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
（
三
谿
組
立
泉
寺
）

28
日　

門
徒
総
代
会
世
話
人
会

　

同
朋
三
者
懇
話
会

　
【
同
朋
社
会
部
会
】
６
月
２
日
、
同
朋
三
者
懇
話
会
が
備

後
教
区
担
当
に
て
福
山
市
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
開

催
さ
れ
た
。
備
後
教
区
か
ら
の
出
席
者
は
菊
池
宗
城
教
務
所

長
・
事
務
局
を
含
め
14
名
。
発
表
は
小
武
正
教
委
員
よ
り「
安

心
論
題
『
真
俗
二
諦
』
は
今
―
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
現
実

か
ら
問
い
た
だ
す
―
」
と
題
し
て
行
わ
れ
た
。
全
体
の
参
加

者
は
約
45
名
。

　

補
任
式
、
研
修
会

　
【
保
育
連
盟
】
７
月
５
日
、
隔
年
で
開
催
さ
れ
る
保
育
連

盟
新
任
教
職
員
補
任
式
・
研
修
会
が
備
後
教
堂
本
堂
に
於
い

て
開
催
さ
れ
た
。
受
式
者
は
６
園
よ
り
13
名
。
菊
池
宗
城
教

務
所
長
よ
り
補
任
状
、
熊

原
得
也
委
員
長
よ
り
記

念
品
贈
呈
が
行
わ
れ
、
研

修
会
で
は
島
津
惠
航
師

（
世
羅
組
正
満
寺
）
よ
り

ご
法
話
を
い
た
だ
い
た
。

　

子
ど
も
へ
の
対
応
を
学
ぶ

　
【
少
年
連
盟
】
７
月
９
日
、
備
後
教
堂
に
て
キ
ッ
ズ
サ
ン

ガ
公
開
講
座(

少
年
連
盟
指
導
者
研
修
会)

が
備
後
教
堂
で

開
催
さ
れ
た
。
講
師
に
臨
床
心
理
士
・
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
武
田
正
文
先
生(

山
陰
教
区
邑
智
東
組
高
善
寺)

を

お
招
き
し
、「
現
代
の
子
ど
も
の
理
解
と
関
わ
り
方
」
を
テ
ー

マ
に
、
発
達
障
害
に
つ
い
て
、
ま
た
キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
に
お
け

る
子
ど
も
へ
の
対
応
に
つ
い
て
講
義
を
い
た
だ
い
た
。

　

中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
少
年
連
盟
指
導
者
研
修
会

　
【
少
年
連
盟
】
７
月
３
日
～
４
日
、
本
願
寺
広
島
別
院
に

お
い
て
、
中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
少
年
連
盟
指
導
者
研
修
会
が
開

催
さ
れ
た
。
備
後
教
区
か
ら
は
14
名
の
参
加
。
３
日
は
「
こ

ど
も
た
ち
へ
の
望
ま
し
い
接
し
方
」
と
題
し
、
山
出
久
男
先

生
（
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
普
及
部
部
長
・
ア
カ
デ
ミ
ー
ダ

イ
レ
ク
タ
ー
）
よ
り
、
Ｊ
Ｆ
Ａ
キ
ッ
ズ
リ
ー
ダ
ー
Ｕ
｜
６
講

習
会
が
行
わ
れ
た
。
４
日
は
「
よ
く
飛
ぶ
紙
飛
行
機
を
作
ろ

う
！
」
と
題
し
、
中
野
正
之
先
生
（
東
急
ハ
ン
ズ
木
工
房
ス

タ
ッ
フ
）
よ
り
実
演
を
い
た
だ
い
た
。

▲広島別院にて
▼研修の様子

▼補任状授与
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門
徒
推
進
員
の
つ
ど
い

　
【
門
推
】
７
月
18
日
、
備
後
教
堂
に

て
門
徒
推
進
員
の
つ
ど
い
が
開
催
さ
れ

た
。
各
組
よ
り
22
名
の
門
徒
推
進
員
が

参
加
し
た
。
午
前
中
は
連
絡
協
議
会
、

そ
し
て
門
信
徒
部
会
委
員
の
佐
藤
知
水

師(

中
組
光
栄
寺)
に
「
御
同
朋
の
社

会
を
め
ざ
す
運
動
｜
門
徒
推
進
員
の
心

得
｜
」を
テ
ー
マ
に
講
義
を
い
た
だ
き
、

午
後
は
講
義
を
ふ
ま
え
て
班
別
の
話
し

合
い
法
座
を
行
っ
た
。

　

連
研
ノ
ー
ト
Ｅ
の
ね
ら
い

　
【
連
研
】
７
月
８
日
、
備
後
教
堂
に

て
連
研
の
た
め
の
研
究
会
が
開
催
さ
れ

た
。
講
師
に
『
連
研
ノ
ー
ト
Ｅ
』
の
作

成
に
携
わ
ら
れ
た
松
野
尾
慈
音
師(

東

海
教
区
額
田
組
明
願
寺)

を
お
招
き

し
、
各
組
よ
り
組
長
、
副
組
長
、
組
連

研
ス
タ
ッ
フ
、
門
徒
推
進
員
計
42
名
参

加
の
も
と
『
連
研
ノ
ー
ト
Ｅ
』
の
意
義
・

ね
ら
い
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
い
た
。

▲研修会終了後皆さんと一緒に

▲連研ノートＥ       （￥８１０）

　

▼松野尾慈恩師（右）

      

仏
壮
連
盟
夏
期
研
修
会

【
仏
壮
】
７
月
27
日
、
三
谿
組
立
泉
寺

に
於
い
て
仏
壮
連
盟
夏
期
研
修
会
が
開

催
さ
れ
た
。
宮
本
義
宣
師
（
仏
教
壮
年

会
連
盟
講
師
、
東
京
教
区
神
奈
川
組
髙

願
寺
住
職
）
よ
り
「
法
統
継
承
さ
れ
た

専
如
ご
門
主
の
ご
消
息
を
い
た
だ
い

て
」
と
テ
ー
マ
を
掲
げ
、即
如
前
門
様
、

専
如
ご
門
主
様
の
ご
消
息
を
細
か
く
紹

介
さ
れ
た
。
ま
た
、
現
代
・
将
来
の
社

会
状
況
を
踏
ま
え
、
教
団
は
何
を
す
べ

き
か
、
仏
壮
会
員
は
ど
う
関
わ
っ
て
い

く
べ
き
か
を
語
ら
れ
た
。

▲宮本義宣師

▼仏壮会員の皆さま

スタッフノート        （￥ ２ １６）

       

全
国
真
宗
青
年
の
集
い

【
仏
青
】
去
る
７
月
26
日
（
土
）
～
27

日
（
日
）、
専
如
ご
門
主
様
ご
臨
席
の

も
と
、
札
幌
別
院
を
会
場
に
『
全
国
真

宗
青
年
の
つ
ど
い
北
海
道
大
会
』
が

開
催
さ
れ
た
。
備
後
教
区
か
ら
は
職
員

含
め
５
名
で
参
加
し
、
大
平
光
代
さ
ん

の
基
調
講
演
、
仏
前
結
婚
式
を
モ
チ
ー

フ
と
し
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
北

海
道
教
区
仏
青
会
員
に
よ
る
朗
読
劇
な

ど
、
仏
青
の
可
能
性
、
そ
し
て
こ
れ
か

ら(

未
来)

を
考
え
る
大
会
と
な
っ
た
。

▲金尾さん親子、　　

◀
模
擬
仏
前
結
婚
式
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

　米沢さん家族が参加
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第
14
回
全
国
布
教
使
大
会

　
【
布
教
団
】
５
月
29
日
～
30
日
、
本

願
寺
に
お
い
て
、
第
14
回
全
国
布
教
使

大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
29
日
の
午
前
、

総
会
所
に
お
い
て
３
名
の
記
念

布
教
が
あ
り
、
午
後
か
ら
は
平
安

高
校
講
堂
に
お
い
て
、「
布
教
使

大
会
白
熱
教
室
」
と
題
さ
れ
、
小

林
正
弥
氏
（
千
葉
大
学
大
学
院
教

授
）
に
よ
る
対
話
型
講
義
が
行
わ

れ
た
。
30
日
に
は
阿
弥
陀
堂
に
お

い
て
物
故
者
追
悼
の
つ
ど
い
が

行
わ
れ
、
そ
の
後
、
御
影
堂
に
お

い
て
勧
学
寮
頭
で
あ
る
徳
永
一

道
和
上
よ
り
「
浄
土
真
宗
法
義
の

公
共
性
と
い
う
こ
と
」
と
題
さ

れ
、
ご
講
義
を
い
た
だ
い
た
。

「
布
教
使
の
心
得
」
を
学
び

　
　
　
　
夏
期
布
教
大
会
開
催

　

６
月
19
日
平
成
26
年
度
定
期
総
会
を

備
後
教
堂
に
て
開
催
。
午
前
中
、
前

年
度
の
行
事
報
告
及
び
決
算
に

つ
い
て
承
認
を
受
け
た
。
ま
た
、

役
員
改
選
で
は
、
新
役
員
（
２

年
任
期
）
が
決
ま
り
、
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
午
後
の

研
修
会
で
は
、
小
林
顕
英
師
（
大

阪
教
区
法
栄
寺
）
に
「
布
教
使

の
心
得
」
を
テ
ー
マ
に
研
修
を

受
け
た
。

　

20
日
の
夏
期
布
教
大
会
に
お

い
て
は
、
午
前
午
後
と
お
取
次

ぎ
が
行
わ
れ
、
教
区
内
外
よ
り

約
90
名
が
参
拝
。

出
講
者
は
本
講
師
の
小
林
顕
英
師
、
伊

川
大
慶
師
（
三
次
組
西
覺
寺
）、
栗
原

一
乗
師
（
副
団
長　

世
羅
組
浄
楽
寺
）、

平
山
智
正
師
（
深
津
組
光
円
寺
）、
深

水
正
道
師
（
三
次
組
専
正
寺
）
の
５
名
。

　
特
別
布
教
大
会

　

７
月
12
日
、
備
中
里
組
教
善
寺
（
千

葉
隆
之
住
職
）
を
会
場
に
特
別
布
教
大

会
を
開
催
し
、
４
名
の
布
教
団
員
が
お

取
次
ぎ
を
し
た
。
出
講
者
は
川
上
順
之

師
（
神
石
組
法
泉
寺
）、
長
谷
川
憲
章

◀
熱
心
に
聴
聞
さ
れ
る
お
同
行▲平山義文副団長

師
（
三
谿
組
善
徳
寺
）、
真
澄
真
一
師

（
世
羅
組
善
行
寺
）、
平
山
義
文
師
（
副

団
長　

深
津
組
光
榮
寺
）。

▲御影堂にて

      死ぬじゃのうて
                      生きること
           なむあみだぶに
                          生きること
                                         浅原才市
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○
責
任
役
員
の
人
数
は
？　

　

各
寺
々
則
の
条
文
の
中
に

（
員
数
）「
こ
の
寺
院
に
は
、
○
人

の
責
任
役
員
を
置
き
、
そ
の
う
ち

１
人
を
代
表
役
員
と
す
る
」
と
あ

る
よ
う
に
、
責
任
役
員
の
定
数
は

寺
則
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
門
徒
総
代
に
つ
い
て

も
同
様
に
員
数
が
寺
則
の
中
に
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
（
各
寺
の
寺
則

に
よ
っ
て
謳
わ
れ
て
い
る
数
は
異

な
り
ま
す
）。
さ
ら
に
、
責
任
役

員
の
う
ち
少
な
く
と
も
１
人
は
、

門
徒
の
う
ち
か
ら
門
徒
総
代
が
選

ん
だ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

○
任
期
は
？　

　
（
責
任
役
員
の
任
期
）「
代
表
役

員
以
外
の
任
期
は
、
４
年
と
す
る
。

但
し
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き

る
。

２　

補
欠
に
よ
っ
て
、
就
任
し
た

責
任
役
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の

残
任
期
間
と
す
る
。」

○
役
員
の
申
請
は
ど
う
す
る
の
？

　

責
任
役
員
の
申
請
は
、
任
期
４

年
ご
と
に
本
山
に
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
申
請
書
類
に
つ
き

ま
し
て
は
、
本
願
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
「
宗
務
所
各
部
運
用
サ
イ
ト
」

→
「
お
寺
の
情
報
箱
」
→
「
願
記

取
扱
要
綱
」
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
ま
た
は
、
教
務
所
に

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

責
任
役
員
が
全
員
再
任
の
場
合

は
、　

願
記
冥
加
金
は
不
要
で
す
。

た
だ
し
、
一
人
で
も
役
員
に
変
更

が
あ
る
場
合
、
ま
た
は
、
４
年
の

任
期
が
満
了
し
そ
の
後
１
年
間
が

経
過
し
た
後
の
申
請
は
次
の
冥
加

金
が
必
要
で
す
。

          

本
山
１
２
，
０
０
０
円　

          

教
区　

６
，
０
０
０
円

　
責
任
役
員
が
任
期
中
に
死
亡
ま
た

は
辞
任
さ
れ
た
場
合
、
す
み
や
か

に
補
充
員
を
任
命
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
新
し
く
就

任
し
た
役
員
の
任
期
は
前
任
者
の

残
任
期
間
と
な
り
ま
す
。
ま
た
死

亡
に
よ
り
退
任
の
場
合
、
死
亡
を

証
明
す
る
書
類
が
、
辞
任
の
場
合

は
、
退
任
願
が
必
要
で
す
。

　

申
請
書
類
の
提
出
先
は
教
務

所
で
す
。
任
期
満
了
の
一
ヶ
月
前

か
ら
受
理
で
き
ま
す
。

※
尚
、
責
任
役
員
任
期
満
了
日
に

つ
い
て
は
各
寺
で
異
な
る
た
め
、

本
山
及
び
教
務
所
か
ら
は
通
知
さ

れ
ま
せ
ん
。

　

予
め
各
寺
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

宗
教
法
人
法 

第
二
十
五
条

　

 「
宗
教
法
人
は
、そ
の
設
立
（
合

併
に
よ
る
設
立
を
含
む
。）
の
時

に
財
産
目
録
を
、
毎
会
計
年
度
終

了
後
三
月
以
内
に
財
産
目
録
及
び

収
支
計
算
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば

○
申
請
書
類
の
提
出
は

　
　
　
　
　
　
　
い
つ
ど
こ
に
？

○
所
轄
庁
へ
の
役
員
名
簿

　
　
　
　
　
　
　
　
提
出
の
義
務

責
任
役
員

　

に
つ
い
て

な
ら
な
い
。

２　

宗
教
法
人
の
事
務
所
に
は
、

常
に
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び
帳
簿

を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
、

規
則
及
び
認
証
書　

二
、
役
員
名
簿
・
・
・

４　

宗
教
法
人
は
、
毎
会
計
年
度

終
了
後
四
月
以
内
に
、
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
当
該
宗
教
法
人
の
事

務
所
に
備
え
ら
れ
た
同
項
第
二

号
か
ら
第
四
号
ま
で
及
び
第
六

号
に
掲
げ
る
書
類
の
写
し
を
所

轄
庁
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。・
・
・
」

　

と
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
法
人
は

毎
年
４
月
１
日
か
ら
７
月
31
日
ま

で
に
、　

役
員
名
簿
の
写
し
を
所

轄
庁
に
提
出
す
る
義
務
が
あ
り
ま

す
。

　

な
お
、
責
任
役
員
・
総
代
の
任

期
が
切
れ
た
場
合
、
役
員
の
同
意

を
必
要
と
す
る
そ
の
他
の
願
記

（
住
職
任
命
申
請
等
）
を
提
出
す

る
際
に
は
、
同
意
が
無
効
と
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

○
注
意
事
項
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キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
推
進
委
員
会
の
製

作
し
ま
し
た
「
キ
ッ
ズ
袋
」
の
デ
ザ
イ

ン
が
一
部
改
良
し
ま
し
た
。
各
組
の
サ

ポ
ー
タ
ー
へ
組
内
の
寺
院
配
布
用
と
し

て
、
サ
ン
プ
ル
を
お
渡
し
し
て
お
り
ま

す
。日
常
の
お
参
り
に
、ま
た
は
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
・
こ
ど
も
会
等
に
引
き
続
き

活
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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      (

敬
称
略
）

９
月
「
仏
縁
を
い
た
だ
く
」

　
　
　

苅
屋
光
影
（
福
山
市
光
行
寺
）

10
月
「
確
か
な
道
を
歩
む
」

　
　
　

川
上
順
之
（
神
石
郡
法
泉
寺
）

11
月
「
自
分
を
生
き
る
」

　
　
　

小
武
秀
道
（
三
次
市
正
法
寺
）

教
堂
常
例
法
座
出
講
者

 今後の行事案内　インフォメーション

青年布教使大会　

と　き　９月 29 日（月）
ところ　御調西組　南光寺
出講者　６名

中四国ブロック
「寺院仏壮結成に向けた研修会」

と　き　９月６日（土）
ところ　ゲストウェディング　アルセ
講　師　谷間徹誠 師（仏教壮年会連盟講師）

第 19 回平和のつどい
と　き　９月 30 日（火）
ところ　井原市芳井生涯学習センター
講　師　知花昌一　師
　　　　（真宗大谷派僧侶）
内　容　「沖縄から見える日本の『平和』、
　　　　そして親鸞さん」

後期勤式研修会　

と　き　10 月７日（火）
ところ　御調東組　照源寺
講　師　式務部会役者
内　容　正信偈のお勤めを学ぶ
　　　　椅子式作法

『
こ
こ
ろ
の
お
見
舞
い
』
第
７
集

　
　
　
　
　

  

ー
香
ー
　
発
行

　

県
北
青
年
僧
侶
の
会
「
白び

ゃ
っ
こ
う
か
い

鵠
会
」
で

は
『
こ
こ
ろ
の
お
見
舞
い
』
第
７
集
を

発
行
し
ま
し
た
。

　
〝
病
床
に
あ
る
方
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
〟

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
１
９
８
４
年
に
第
１

集
が
発
行
さ
れ
30
年
に
な
り
ま
す
。

　

第
７
集
〝
香
〟
で
は
香
に
ま
つ
わ
る

記
事
を
満
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
活
用

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

『こころのお見舞い』ー香ー

大切なひとに伝えよう
あなたのきもち

キッズ サンガ
　

キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
花
の
種
グ
ッ
ズ

は
、
花
の
種
と
い
っ
し
ょ
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
大
切
な
人
に
送

る
こ
と
に
よ
り
、
人
と
人
と
の
こ

こ
ろ
を
繋
ぐ
ご
縁
づ
く
り
を
願
い

作
製
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
グ
ッ
ズ
は
無
償
で
す
が
、

発
送
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
送
料

着
払
い
で
の
発
送
と
な
り
ま
す
。

（
詳
細
は
教
務
所
も
し
く
は
、
本

山
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
）
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  [

敬
称
略]

備
中
里
組　

大
圓
寺

　
　

前
坊
守　

奥
村　

妙
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
月
３
日
寂
）

神
石　

組　

光
福
寺

　
　

前
住
職　

佐
武　

健
章

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
月
21
日
寂
）

比
婆　

組　

西
明
寺

　
　

前
坊
守　

黒
岩　

良
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
月
24
日
寂
）

御
調
東
組　

浄
泉
寺

　
　

坊
守　

遊
亀
山　

順
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
月
22
日
寂
）

御
調
東
組　

永
正
寺

　
　

前
住
職　

柿
原　

昇
乘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
月
27
日
寂
）

沼
隈
南
組　

善
行
寺

　
　

前
住
職　

熊
谷　

真
順

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
月
18
日
寂
）

沼
隈
南
組　

寳
福
寺

　
　

前
住
職　

延
廣　

榮
昌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
月
24
日
寂
）

中　
　

組　

徳
善
寺

　
　

前
坊
守　

後
谷　

千
敏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
月
26
日
寂
）

鴨
川　

組　

勝
願
寺

　
　

衆　

徒　

河
相　

昭
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
月
30
日
寂
）

８月
１日　第７回真宗講座
11日　教堂常例法座

９月
６日　寺院仏壮結成に向けた研修会
11日　教堂常例法座
18日　千鳥ヶ淵戦没者追悼法要
　　　　　　　　　　　　（東京）
26日　ビハーラ研修協議会
29日　青年布教大会（御調西組南光寺）
30日　平和のつどい

１０月
４日　連区門徒推進員研修会
　　　　　　　（～５日　アルセ）
６日　同朋三者懇話会（広島）
７日　後期勤式研修会
　　　　　　　（御調東組照源寺）
10日　門信徒のつどい
11日　教堂常例法座
14日　環境現地学習会（～1６日）
16日　仏婦会員研修会

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン　

～
備
後
教
区
・
今
後
の
予
定
～

　
　
　
　
　
　
　

  

　

去
る
六
月
、
本
願
寺
に
於
い
て
行
わ
れ
た

御
消
息
発
布
式
と
法
統
継
承
式
に
参
拝
し
て

き
ま
し
た
。
全
国
各
地
か
ら
の
八
千
人
を
超

え
る
参
拝
者
で
両
堂
や
諸
施
設
は
満
杯
と

な
っ
た
▼
五
日
午
後
、
即
如
ご
門
主
は
「
退

任
に
際
し
て
の
消
息
」
を
発
布
さ
れ
、
夕
刻

よ
り
「
御
譲
渡
式
」
が
非
公
開
で
行
わ
れ
た
。

翌
六
日
に
は
専
如
さ
ま
が
第
二
十
五
代
ご
門

主
と
し
て
「
法
統
継
承
に
際
し
て
の
消
息
」

を
発
布
さ
れ
た
▼
二
年
前
の
四
月
に
は
宗
本

区
分
の
新
体
制
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
度
は

ご
門
主
が
三
十
七
年
ぶ
り
に
交
代
さ
れ
、
大

遠
忌
法
要
御
満
座
の
折
り
に
発
布
さ
れ
た
御

消
息
に
あ
る
「
新
た
な
始
ま
り
」
を
ま
さ
し

く
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
▼
教
区
内
各
地
に

は
今
、
急
速
な
過
疎
高
齢
化
の
波
が
押
し
寄

せ
て
い
る
。
古
く
か
ら
の
行
事
が
継
続
困
難

と
な
り
、
組
織
や
施
設
を
伝
え
送
る
こ
と
が

難
し
く
な
っ
て
き
た
▼
両
門
さ
ま
は
「
社
会

の
変
動
の
中
に
あ
っ
て
、
浄
土
真
宗
の
み
教

え
や
伝
統
に
あ
る
多
様
な
可
能
性
を
見
つ
け

出
し
」「
現
代
と
い
う
時
代
に
お
い
て
、
ど

の
よ
う
に
し
て
ご
法
義
を
伝
え
て
い
く
の

か
」
と
示
さ
れ
た
。
御
消
息
を
自
分
自
身
へ

の
呼
び
か
け
と
し
て
受
け
と
め
、
考
え
て
行

か
な
く
て
は
と
感
じ
た
。 （
Ｋ
・
Ｈ
）

インターネットでのラジオ視聴方法
■ http://fm777.co.jp/pc/index.html
■上記ホームページの左上「ウェブラジオ」をクリック
■画面切り替わって中央の「映像スタート」をクリック
※ラジオ放送時間をご確認ください。
※動画は固定カメラでの映像です、基本は音声放送です。

FM77.7MHz
放送時間  

月曜・木曜 午後６時 10 分頃

各法人からの県庁への書類提出期限は
                                             7 月 31 日 です。
　広島県の寺院     （電話 082-228-2111）
 　〒 730-0011　広島市中区基町 10-52　
  　　　広島県庁内　環境県民局　学事課
　岡山県の寺院     （電話 086-224-2111）
　 〒 700-8570　岡山市北区内山下 2-4-6
         　岡山県庁内　総務部　総務学事課
未提出の場合、10 万円以下の過料処罰金が
発生します。お忘れなきようご留意下さい。

敬　

弔
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第 23 代勝如ご門主から第 24 代即如ご門主へ。

▲御譲渡式

▲御衣体 ▲御影堂御厨子の「御鍵」、ご門主の
公的な ｢御印」

▲流豆美お裏方は仏教婦人会
総連盟総裁にご就任

御同朋の社会をめざして
6 月５日・６日
法統継承式

即
如
ご
門
主
が
ご
退
任

専
如
ご
門
主
が
法
統
を
ご
継
承

前回の法統継承式

写真提供：本願寺出版社▲御譲渡式

1977（昭和 52）年３月 31 日に勝如ご門主は門
主退任を告げられ、翌４月 1日に「御譲渡式」
が行われた。
この法統継承式を承け、「伝灯奉告法要」が
1980（昭和 55）年４月から 10 月にかけて修行
された。

●
発

行
所

　
備

後
教

区
教

務
所

         〒
720-0052　

福
山

市
東

町
2‐

4‐
5　

●
発

行
人

     　
教

務
所

長
　

菊
池

宗
城

　
　

　
●

編
集

　
教

区
報

専
門

委
員

会


